
認定NPO法人 まち・コミュニケーション
神戸マラソンフレンドシップバンク公募団体紹介

まち・コミュニケーションは、阪神・淡路大震災の直後から、住民主体のまちづくりを支援してきました。 
「まちづくり」「学びの場づくり」「交流の場づくり」を活動の柱とし、将来の災害に備える「災害に負けないまちづくり」に向けた活動を行っています。

1996年に団体を設立。神戸における阪神・淡路大震災後の復興支援に始まり、
東日本・熊本の被災地へも活動を広げています。

皆さんの熱い思いを被災地に届けます。
完走を目指してがんばってください！

主な活動内容・実績

神戸マラソン参加者へのメッセージ

http://park15.wakwak.com/~m-comi/   https://www.facebook.com/machicomi/

●阪神・淡路大震災の火災で8割全焼という被害を受けた神戸市長田区御蔵通
　（みくらどおり）にて、住宅再建などのまちづくり支援
●宮城県石巻市雄勝町（おがつちょう）を中心に、被災者の想いを生かした復興
　になるよう調査研究で支援

●熊本県南阿蘇村にて、住宅関連の専門家による被災者へのアドバイスや、地盤被害の
　状況を把握するための調査を行い復興を支援
●被災経験を子どもたちに伝えることで人と人との支えあいや命の大切さを学ぶ場を提供
●阪神・淡路、東日本、熊本の被災者の声を1日1話のペースで発信
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